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＜連絡事項＞

平　京子様　　　　　　　　　　　　　　　　川端Ｄｒ　ＳＷ柳沢　Ｎｓ村舘

症状安定し療養環境変更の為、昨日（４月１２日）西病棟から北病棟へ転入となっています。血圧に変動が見られる為、水銀血圧計で毎日３検行うようにしてください。以前、誤嚥をされた事がある為レストランでの食事や、服薬の際など気をつけて観察する様にしていきましょう。

吉田　富秋様　　　　　　　　　　　　　　　川端Ｄｒ　ＳＷ泉　ＭＮＳ高橋

　症状安定し療養環境変更の為、昨日（４月１２日）西病棟から北病棟へ転入となっています。７日分自己服薬管理中ですが時々チェック忘れがあるとの事です。又、「退院したら仕事をする」と話し、以前就労していた会社へ電話を掛ける事があるとの事。こちらで様子観察していき、服薬のチェック忘れがある場合は声掛けをしていきましょう。

· 本日４月１３日の皮膚科は野沢Ｄｒのご都合により来週（４月２０日）になりました。

· 北病棟カンファレンス記録の回覧先が間違って送られています。きちんと回覧先を確認してから送るようにしてください。

· 伊藤　雄一様：シンラック液処方となっています。

・ＳＳＴのグループが変更になります。

　　島浦　美千男様　Ｂグループ→Ａグループ

　　吉田　富秋様　　Ｂグループ　

　　平　京子様　　　Ｄグループ　

　＜消防訓練打ち合わせ＞

　＜役割分担＞

班長：清川（その場の指揮の任に当たる）

通報連絡係：木村（火災を公設消防機関に通報する）

初期消火係：村舘・岡田・山地（定められた消火器・消火栓などで初期消火の任に当たる）

救護班：村舘（被救助者の応急救護に当たる）

避難誘導係：山地・大坂・沢向（避難誘導の任に当たる）
護送：村舘・岡田（江刺家　恵子様）赤坂（伊藤　五十二様）

工作係：木村（防火シャッター・防火戸等の閉鎖の任に当たる）

警戒班：木村（重要物件の非常持ち出し＜診療録等＞と飛び火その他盗難等の任に当たる）

※他、打ち合わせの資料を参照して下さい。
　＜川端Ｄｒケースカンファレンス＞

　村上　元道様

　　看護：現在焦燥感はないですが、イライラするのは自分が閉鎖病棟に行くからではないか？という不安が聞かれています。

　　Ｄｒ：「乳房が大きくなってきた」との訴えあり、プロラクチンの検査を行なっています。高値ですが、服薬調整が終了後、自然に値が低下することもあります。それでも気になるようだったら薬を考えてみます。

　小坂　君子様

　　看護：スタッフや他患者様の幻聴・妄想が聞かれ時々、左右された行動もみられています。作業やプログラムなどは問題無く取り組んでいます。

　　Ｄｒ：ここ１週間で外泊はしていますか？

　　看護：外泊はしていないです。

　　Ｄｒ：ゆっくりと服薬調整していきます。

松尾　優様

　看護：確認行為はありますが生活に支障はみられません。自室で過ごす事が多いです。

　Ｄｒ：退院の日はいつですか？

　看護：４月２６日です。

　Ｄｒ：このまま様子を見ていきましょう。

佐々木　淳様

　看護：血圧が低く、今朝もふらつきが見られています。

　Ｄｒ：レボトミンを減らしていて現在は落ちている状態です、次回の血圧から血中濃度も追加してください。現在は落ちている状態ですが減薬しており上がってくる可能性も十分にあります。ここ１～２週間で状態の変化が激しくでてくると思います。大変な時は薬を増やしていきます。

　平　京子様

　　看護：昨日（４月１２日）西病棟から北病棟に転入した方です。

　　Ｄｒ：特に問題はないですが、痛みに固執な方です。去年３月のソフトバレーで捻挫をされましたが、３ヶ月経っても「痛い」と話されています。レントゲン検査でも異常は無かったので湿布で対応していました。

　　看護：医療保護入院→任意入院に切り替えは考えていますか？

　　Ｄｒ：今は考えていません。経過をみて検討していきます。

　　吉田　富秋様

　　　Ｄｒ：アルコールで問題がある方で、幻聴や被害的になる事があります。薬を飲めば問題はないと思います。本人「退院＝仕事が出来ると思っている」様です。現在は帰る家が無く行き先もない様子です。任意への切り替えは考えていません。

　　柳杭田　かつ子様

　　　看護：減薬後、妄想に左右された行動が多く見られます。

　　　Ｄｒ：何月に薬が変わったんですか？

　　　看護：３月です。

　　　Ｄｒ：なぜ減らしたんですか？

　　　看護：眠気の訴えありました。薬が増えるのは拒否されています。

　　　Ｄｒ：強い拒否はないですか？

　　　看護：強い拒否はないです。

　　　Ｄｒ：服薬調整していきます。

　　佐々木　善孝様

　　　看護：現在、多飲水で体重が１～３ｋｇの変動が見られています。

　　　　　　今朝は５１ｋｇで、昼が５４ｋｇでした。

　　　Ｄｒ：血液検査結果の方は？

　　　看護：まだこちらには来ていないです。

　　　Ｄｒ：では来てからでいいので水は飲まないようにしてください。電解質は下がっていませんが１回の検査ではわかりません。こまめに検査していきましょう。

　　浅野　秀子様

　　　看護：先日単独で床屋に行かれ表情穏やかです。排尿の訴えは少ないです。

　　　Ｄｒ：ＡＤＬを広げていって退院につなげていけるのでは？体重が１ヶ月で４４．５ｋｇ→４５ｋｇになっています。もう少し食事が食べられる様頑張ってもらいましょう。

山火　るい子様

　看護：昨日（４月１２日）服薬ボードの名前を破ったり、自分のロッカーの鍵を返しに来られスタッフに「お世話になりました」と話されています。

　Ｄｒ：退院は出来そうな方ですか？

　看護：施設やグループホームになると思います。

　Ｄｒ：家族は来ていますか？

　看護：お母様が高齢の方です。弟様とランチ外出や温泉に行かれた事があります。面会も来られています。

Ｄｒ：面会はどれくらい来ますか？

看護：三ヶ月に一回です。

Ｄｒ：いつも面会に来る方は？

看護：お母様です。

Ｄｒ：もう少し本人を見てから考えて行きます。

江刺家　恵子様

　看護：現在レース編みを行っています。時折干渉がありますがトラブルはないです。

木村　梅子様

　看護：調子が悪くなると不調を訴え入浴しなかったり臥床がちでしたが、最近は表情穏やかに過ごされています。　　　
















